
店舗での取り組み

社会貢献・地域貢献
ユニーの目指す持続可能な社会は、地球環境を守るだけではなく「みんなが幸せに暮らすことができる社会」です。
その実現のために、地域の皆様やNPO、企業、自治体と一緒に社会貢献・地域貢献活動を推進しています。
そしてユニーの店舗は地域社会に頼りになる「コミュニティーセンター」としての役割を果たしています。

社会・地域にイイこと、
プラス。

社会貢献・地域貢献

社会貢献活動
「お買い物」で環境貢献･社会貢献

「お買い物」が社会を変える
　ユニーは小売事業者として、「お買い物」を通して環境貢献・社会貢献を、お客様や生産者、関係する方々と一緒に推進しています。生産地の環
境保全や生産者の生活、店舗に並ぶまでの過程をお客様に知っていただき、選んで購入していただくことが環境・社会貢献につながる活動です。

フェアトレードを支援
　ユニーの店舗には、コーヒーや紅茶、チョコレートなど、世界中からたくさんの商品が届けられ
ています。これらの商品の中で「フェアトレードマーク」の付いたものがあります。フェアトレードとは、
直訳すると「公正な貿易」。開発途上国などで生産された商品を適正な価格で取り引きすること
です。また、このマークは立場の弱い生産者の生活改善や自立、生産地の環境保全なども確認
され保障されたマークです。ユニーではフェアトレード商品を販売し、支援しています。

フェアトレードフェスティバルを開催
　2013年に引き続き、フェアトレードフェスティバルを名古屋市内のヒルズウォーク徳重ガーデンズを会場に、フェアトレード名古屋ネットワーク
と学生ボランティアとの共同で開催しました。
　ユニーはフェアトレード商品を品揃え・販売することで、そしてお客様はその商品を選んで購入することで、生産地で学校に行けず過酷な労
働を強いられている子ども達を助けるフェアトレードを支援できることを伝えるイベントです。

AJU自立の家・車いすセンター、ピア名古屋の支援
　1982年より旧ユーストア従業員が続けてきた「車いす
の無料貸し出し活動」を支援する募金活動を、2009年か
らはユニーが引き継ぎ実施しています。2014年度は75万
6,181円を寄付しました。また、知的障がい者授産施設ピ
ア名古屋が多治見市の修道院でぶどうを栽培･醸造したワ
インを店舗で販売しています。同授産施設は新たに2014
年5月小牧に「ななつぼ
しワイナリー」を設立、
2015年に収穫したぶど
うでワインを醸造する計
画です。ユニーでは扱
う店舗を広げて支援し
ていきます。

　よく行くアピタやピアゴでお買い物をしたら社会貢献ができる…そんな仕組みのお買い物をユニーは実施しています。ユニーとメーカーが協働
で、お買い上げに応じた寄付をする「ドネーション企画」を行い、お客様の思いを自然や子ども達などに届けています。

eco!onマイボトルで森林保全
　「自分のボトルで飲み物を持って歩こう」と、使
い捨て容器を使わないでゴミを減らし、CO2削減
と資源節約のためのマイボトルを販売しています。
環境のマスコット「モリゾー･キッコロ」のついた
eco!onマイボトルのお買い上げが4万本になり、
メーカーである象印マホービンと一緒に、森林保
全のために1本につき5円として20万円をNPO

「Return to Forest Life」に寄付しました。

盲導犬育成キャンペーン「ワンステップ」
　盲導犬を育てることを目的にして、日清ペットフードの協賛で、ペッ
トフードお買い上げ金額の1％をNPO法人全国盲導犬施設連合会に寄
付しました。たくさんの愛犬家の善意が集まり、2014年11月1日から
12月31日の2カ月間で368,682円を寄付することができました。この
企画には、同業者のフジ、イズミヤも参加しています。また、店頭で
は盲導犬の育成
のためのパトラッ
シュ募金を行い、
1,889,935円を
寄付することが
できました。

日本ハム、自然体験と緑化活動支援
　日本ハムの「森の薫りあらびきウインナー」のキャ
ンペーン期間中にお買い上げ1点につき2円を国土
緑化推進機構に寄付しました。2014年度の寄付金
額は584,606円でした。また、夏休みには自然体験
イベントを開催し、応募いただいた子ども達や家族
の方達に火おこしと川遊びを体験してもらいました。

nepia 千のトイレプロジェクト
　東ティモールを対象国として環境
整備（トイレの設置）の支援を行う王
子ネピアの活動に参画しています。

eco!on
マイボトル

森林保全活動に寄付をしました

川遊びの体験をしました

火おこしの体験をしました

千のトイレプロジェクトポスター
ティッシュペーパー

「チヨガミ」

全国盲導犬施設連合会から
表彰されました

パトラッシュ
募金箱

　私自身、エコ博を通じサスティナブルコーヒーの存在を知りました。サ
スティナブルコーヒーを飲むことで、地球環境の保全に貢献できている
ことをたくさんのお客様に知ってもらいたいと思ったことがきっかけです。
　コーヒーの日は、スターバックスコーヒー様、カルディコーヒーファーム
様、珈琲工房ひぐち様に協力していただき、サスティナブルコーヒーに
ついての講演、抽出体験、子ども達にはコーヒー屋さん体験、またコー
ヒーを試飲ながらジャズライブを聴いていただける楽しいイベントです。

　AJU自立の家　ピア名古屋　ワイン事
業部が念願のワイナリーを建設しました。
総称は「小牧ワイナリー」。ぶどうの栽培
やワインの製造・販売を通じて、障がい
者の就労を支援する施設です。今後とも
ご支援のほど、よろしくお願い致します。

小牧ワイナリー　オープン！！

　昨年に引き続き、フェアトレードフェスティバ
ルを名古屋市緑区のヒルズウォーク徳重ガーデ
ンズで開催しました。「お
買い物」が生産国の環
境保全や生産者の生活
を守ることにつながるとい
うことを、この活動を通し
てお客様に知っていただ
ければと考えています。

フェアトレードフェスティバルへの思い

地元高校生によるプレゼンテーション フェアトレードについて語る原田さん 会場ではコーヒーやチョコレートの試食もしました 珈琲工房ひぐち、コーヒーを通じて地球環境を考える

10月1日「コーヒーの日」のイベント
　コーヒーの消費量が世界で第3位の日本ですが、コーヒーを飲んでいる人の中
で、コーヒーの実がどうやって生産されていて、収穫した実が日本に運ばれて飲
まれるまでの経緯を知っている人は多くはないでしょう。コーヒーを美味しく味わっ
ていただくために、豆の種類や焙煎、抽出方法などを知っていただくイベントを開
催しました。また、コーヒー栽培と生物多様性との関わり、抽出済みのコーヒーか
すをリサイクルしてエコフィード（餌）にするなど、専門家にコーヒーと環境の話を
していただき、美味しいコーヒーと地球環境とのつながりをお客様に伝えました。

ワンステップの
ポスター

ヘルス＆ビューティー部
チーフバイヤー 千葉 哲志

　ユニーではティッシュの枚数が1箱につき2組（4枚）少な
い寄付ボックスを販売、販売時にお客様から寄付金を預か
り、ユニーの拠出金と合わせて5箱パックごとに5円、合計
150万円をユニセフを通じて寄付しています。集まった寄付
金は、汚れた水を飲み重度の下痢と脱水症状により命を落
とす環境にいる子ども達の命を守るべく、毎年1,000個のト
イレを作り河川の汚染を食い止める活動に使われます。
　このような売上金の一部を寄付するマーケティング手法を
コーズリレーテッドマーケティングといい、社会的責任への関
心の高まりを背景に取り組む企業は増えています。

ネピアとの協同寄付企画として「nepia 千のトイレプロジェクト」に参画

ピア名古屋
川原 克博さん

ななつぼしワイナリー

「コーヒーの日」をやろうと思ったきっかけ

リーフウォーク稲沢
マネジャー  宮村 佳子

　フェアトレード（FT）タウンとは、まちぐるみでフェアトレードを応援する街のこと。今年3月10日、名古屋市議会で
「フェアトレードの理念を支持する決議」が全会一致で採択され、5月「世界フェアトレードデー
なごや」で、河村たかし市長が「フェアトレードを支持する」と表明。これで名古屋はFTタウン
の基準6を全てクリア。9月「環境デーなごや」のステージにて、 FTタウン認定式＆調印式が
行われ、フェアトレードタウン名古屋の誕生です！　そしてフェアトレード商品を身近なスーパー
で販売していること、これもフェアトレードタウンの大きな役割ですね。フェアトレード商品の生
産者、品揃えする小売店、購入する市民がつながって、未来の地球環境や子ども達の笑
顔に続くのですね。市民の草の根の活動が市の公式となり、名古屋でフェアトレードが広が
り深まります！ 合言葉は「みんなでやろみゃあ！ フェアトレード」大きな一歩を踏み出しました！

珈琲工房ひぐち、コーヒーを通じて
地球環境を考える

テナントのスターバックスの「コーヒー
かす」のリサイクルループ

カルディコーヒーのスイーツ教室

「みんなでやろみゃあ！フェアトレード」を合言葉に！

フェアトレード名古屋
ネットワーク代表
原田 さとみさん

食品本部ドライ食品部
　部長  加藤 大介

WAFCA車椅子支援活動

あいおいニッセイ同和損保と協働

地域のNPO・企業とのコラボレーション

「エコとくお買い物券」プレゼント企画
　家庭で不要になった衣料品を回収し、リサイクル資源として自動車の内装材として
利活用しています。回収に協力してくださったお客様に、割引券として使用できる「エ
コとくお買い物券」を差し上げています。1枚の使用で1％を目
処に、ユニーから被災地支援や緑化活動に寄付しています。

難民衣料救援
　ユニーはNPOや地元企業のボランティアと、お客様の家庭で不要になった衣料品を
回収しています。回収した衣料は日本救援衣料センターを通じて、アジア・アフリカ・
南米に送りました。この事業には日本通運にも協力していただきました。

アピタ刈谷店

アピタ千代田橋店

アピタ安城南店

アピタ刈谷店

アピタ豊田元町店

デンソーボランティア支援センター

名古屋を明るくする会

日本救援衣料センター

デンソーボランティア支援センター

デンソーボランティア支援センター

トヨタ紡織ボランティア

2014年10月 6日

2015年 5月13日

2015年 6月 6日

2015年 6月13日

2015年 6月20日

5.5

12

7

7

5

270

180

260

327

142

衣料品回収店舗 協力機関実施日 衣料回収量（ｔ） 衣料提供者人数（名）

引き取り枚数（枚） 寄付先

エコとくお買い物券

2014年 4月

2015年 5月

東日本大震災復興応援企画実行委員会

東日本大震災復興応援企画実行委員会

1,990,836

941,417

254,859

265,682

2

3

509,718

800,000

使用枚数合計（枚）寄付単位（円） 寄付金（円）

WAFCA（ワフカ）車椅子支援活動
　車椅子の修理ボランティアを行っ
ているデンソー WAFCAと、あい
おいニッセイ同和損保が協働で、
アピタ安城店において障がい者支
援のイベントを開催しました。近隣
の安城養護学校・安城特別支援学
校・愛知淑徳大学も参加して、地
域のお客様に活動を紹介しました。

エコとくお買物券・使用実績と寄付金

上から／デンソーボラン
ティア支援センター、ト
ヨタ紡織ボランティア、
名古屋を明るくする会
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